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◇放射能汚染 

  

2011 の 3 月１１日の東日本大震災により、福島第一原子力発電所の原子炉冷却が機能し

なくなり、核燃料棒が溶け出すことになりました。原子炉内部では、燃料棒を覆う金属の一部

から水素が発生し原子炉建屋に充満、大気中の酸素と反応して大爆発がおこりました。 

 放出された放射性物質は、風や雨、潮の流れに乗って日本各地に広がり、福島県やその周辺

の地域には多く降り積もりました。それにより、放射能の影響が大きいと考えられる場所に住

む人々は、避難をしなければならなくなりました。 

このほか、１９８６年のチェルノブイリ原発事故の際やアメリカ、ソ連をはじめとする核保

有国が地上核実験を繰り返した１９５０年代から１９８０年代初頭にかけて、放射性物質が日

本を含む世界中に降り注ぎました。  

 

◇放射線の単位 
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放射線の単位には、大きく分けて、放射能をあらわす単位である 

      『ベクレル（Bq）』と 

人体に影響をおよぼす単位である 

      『シーベルト（Sv）』があります。 

 

ベクレルは、食品やからだの中にある放射性物質からでる放射能をあらわします。 

シーベルトは、放射線の種類や、からだの中の臓器ごとの放射線感受性によっても 

変わります。 

人体に影響を及ぼす放射能の概念 

  

 

◇放射線の人体影響 

 すこし専門的な話になりますが、放射線防護の立場から説明すると人にたいする放射線の影

響は、確定的影響と確率的影響に分けることができます。 

 

出典元：原子力図書館「げんしろう」より 
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とくに、私たちが気になるのは発ガンの危険性ですね。 

低線量電離放射線被曝による健康リスク：BEIRⅦ-Phase 2, 2005 年報告では・・・ 

（低線量電離放射線被曝による健康リスク評価委員会（Committee on biological effects on 

ionizing radiation, BEIR Committee） ，米国科学アカデミー）  

100 人のひとが 100mSv の被ばくをした際、 

このうち１人が放射線によるガンを発症すると予測されてい

ます。また，放射線由来でガンを発症した人のうち半分の人

が亡くなると予測しています。 

 ただし，100 人中 42 人の人が放射線以外の理由でガンを

発症すると考えられています。 

このため、放射線由来のガンと診断されることは困難なの

です。 

 

上記のように、よりたくさんの放射線にさらされた場合、発ガンリスクは上昇しま

すが、日常生活で浴びる放射線程度では、からだの中の修復機構があるために放射線

から身を守ってくれています。 

 

 

 

染色体になる DNA が、空間的に近づいているところで、同時に切れると、正常な修

復機能により、染色体異常ができると考えられる。電離が密にあると誤修復が増える。 

 

３ 

でも、放射線を大量に浴びると・・・ 



        

注釈）日常の被ばく線量 

世界平均で年間２.４ミリ Sv、日本平均で年間１.５ミリ Sv といわれています。 

1 時間当たりにすると、日本では約０.０６マイクロ Sv です。 

 

福島第一原発事故とチェルノブイリ原発事故との相違点 

福島；原子炉燃料の飛散は少ない? 

     ＊海洋は未知数 

チェルノブイリ；原子炉燃料の飛散は大量；『二酸化ウラン燃料および核分裂生成物（燃料棒

の総量）』を約 190 トンと推測されているが、このうち大気放出総量の評価

は 13 - 70%の範囲でばらつきがある。 

 

セシウム１３７と１３４の放出比 

  福島；Cs１３７：Cs１３４＝１：１ 

  チェルノブイリ；Cs１３７：Cs１３４＝２：１ 

 

ストロンチウム９０およびプルトニウム２３９の放出量 

  福島； 陸地はわずか？（海洋汚染は未知数） 

  チェルノブイリ； 大量 

 

主なイラスト出典元：「放射線になんか、まけないぞ！」坂内 智之 (著)、柚木ミサト（イラスト）、

木村 真三 (監修) 太郎次郎社エディタス 

 

福島第一原発資料 

1) 水素爆発, Wikipedia 

http://ja.wikipedia.org/wiki/水素爆発 

チェルノブイリ資料   

2) 今中哲二 チェルノブイリ原発事故：なにが起きたのか, 

 http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/NSRG/Chernobyl/kek07-1.pdf 

 

 

４ 

異常 正常 

 

http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/NSRG/Chernobyl/kek07-1.pdf

